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■係争中の事件
【全 JCHO労組】相模野病院不当転勤事件【神奈川】個人
加盟労働組合 : 不当解雇事件【北海道】恵和会労働組合 :
不当労働行為事件【佐賀】希望の家労働組合 :地位確認等請
求事件【広島】広島厚生事業協会府中みくまり病院労働組
合 :不当労働行為事件【愛知】南医療生協労働組合 :不当労
働行為事件【神奈川】東横恵愛病院労働組合 :雇止め事件
【北海道】北海道医療一般労働組合 :不当配転事件【全医労】
武蔵支部 : 不当労働行為事件【北海道】恵和会労働組合 :
損害賠償請求事件【北海道】恵和会労働組合 :損害賠償請求
事件【宮城】みやぎ医療・福祉ユニオン :損害賠償請求事件
【全医労】九州医療センター支部 :不当労働行為事件【神奈
川】個人加盟労働組合 :不当労働行為事件【青森】つがる西
北五広域連合職員労働組合 :不当労働行為事件【東京】厚生
壮病院労働組合 :不当労働行為事件【大阪】済生会千里病院
労働組合 :違法当直差額賃金請求事件【千葉】松戸市立医療
センター労働組合 :不当配転命令事件【千葉】千歳会労働組
合 :不当労働行為事件【北海道】恵和会労働組合 :損害賠償
請求事件

■終結・終了事件
【熊本】個人加盟労働組合 :不当解雇事件【全医労】不当労
働行為事件

日本医労連は１２月８日、第４３
回争議対策会議を開催し、４全
国組合１９県医労連から５４名が参
加（オンライン参加含む）。争
議組合の紹介とたたかいを交流
しました。

争
議
対
策
会
議
は
、
こ
の
間

の
争
議
で
の
た
た
か
い
の
教
訓

を
交
流
し
、
全
面
解
決
を
め
ざ

す
意
思
統
一
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
2
0

2
0
年
12
月
現
在
、
報
告
の
あ

っ
た
争
議
の
う
ち
、
係
争
中
は

13
加
盟
組
織
（
2
全
国
組
合
、

11
県
医
労
連
）
で
18
件
、
こ
の

う
ち
新
た
に
申
請
さ
れ
た
争
議

は
9
件
で
し
た
。

森
田
し
の
ぶ
中
央
執
行
委
員

長
の
挨
拶
の
あ
と
、
米
沢
哲
組

織
共
闘
局
長
が
問
題
提
起
を
行

い
ま
し
た
。
問
題
提
起
で
は
、

争
議
勝
利
を
め
ざ
す
た
た
か
い

の
産
別
基
本
方
針
と
し
て
、
①

「
一
人
の
仲
間
へ
の
攻
撃
も
産

別
の
力
で
守
り
抜
く
」立
場
で
、

支
援
と
連
帯
行
動
を
強
化
す

る
。
②
闘
争
を
さ
さ
え
る
財
政

支
援
に
と
り
く
み
、
財
政
的
に

も
争
議
を
産
別
全
体
で
支
え

る
。
③
労
働
組
合
の
日
常
活
動

や
組
織
の
拡
大
強
化
が
重
要
。

た
た
か
い
の
中
で
仲
間
を
増
や

し
、
争
議
に
勝
利
し
、
要
求
を

前
進
さ
せ
た
経
験
に
学
び
、
広

げ
る
。
④
労
働
組
合
へ
の
不
当

労
働
行
為
は
放
置
せ
ず
、
断
固

と
し
て
反
撃
し
、
正
常
な
労
使

関
係
を
構
築
す
る
。
学
習
を
重

視
し
、
組
合
の
基
礎
的
力
量
を

高
め
る
。
の
4
点
を
改
め
て
確

認
し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
争
議
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
月
刊
「
医
療
労
働
」

3
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

千
葉
・
千
歳
会
労
組
で
は
、

2
0
1
9
年
1
月
の
組
合
結
成

以
降
、
19
年
年
末
一
時
金
の
団

体
交
渉
拒
否
や
組
合
員
に
対
す

る
不
当
な
懲
戒
解
雇
処
分
な
ど

組
合
潰
し
と
た
た
か
っ
て
い
ま

す
。不

当
懲
戒
解
雇
処
分
に
つ
い

て
は
、
法
人
側
が
利
用
者
へ
の

暴
力
事
件
を
で
っ
ち
上
げ
た
う

え
、
解
雇
撤
回
を
求
め
る
団

体
交
渉
の
場
に
千
歳
会
職
員

と
称
す
る
外
部
組
織
の
人
間

を
連
れ
込
ん
で
団
体
交
渉
を

妨
害
し
ま
し
た
。
法
人
は
、

こ
の
外
部
組
織
に
第
二
組
合

を
立
ち
上
げ
さ
せ
、
県
医
労

連
や
千
歳
会
労
組
に
対
す
る

誹
謗
中
傷
ビ
ラ
を
掲
示
さ
せ

る
な
ど
不
当
労
働
行
為
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
組

委
員
長
・
書
記
長
に
対
す
る

パ
ワ
ハ
ラ
事
案（
で
っ
ち
上
げ
）

に
よ
る
懲
戒
処
分
の
策
動
や
、

不
正
請
求
の
責
任
を
同
委
員
長

に
転
嫁
し
て
不
当
降
格
処
分
に

す
る
な
ど
、
法
人
側
は
常
軌
を

逸
し
た
攻
撃
で
組
合
潰
し
を
仕

掛
け
て
き
て
い
ま
す
。

不
当
解
雇
事
件
に
つ
い
て

は
、「
解
雇
撤
回
、
職
場
復
帰
」

の
和
解
を
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
不
当
労
働
行
為

に
つ
い
て
は
、
関
信
ブ
ロ
ッ
ク

を
は
じ
め
、
自
治
労
連
や
Ｊ
Ａ

Ｌ
争
議
団
の
支
援
も
受
け
、
社

会
的
に
も
包
囲
し
な
が
ら
労
働

委
員
会
で
の
た
た
か
い
を
続
け

て
い
ま
す
。

そ
よ
風
不
当
解
雇
事
件
は
、
障
害

者
施
設
に
入
職
し
た
職
員
が
、
本
採

用
と
な
っ
て
働
き
だ
し
た
矢
先
に
突

然
呼
び
出
さ
れ
、
3
日
間
に
わ
た
っ

て
退
職
勧
奨
を
受
け
退
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
事
件
で
す
。
退
職
勧
奨
を

受
け
た
職
員
は
、
熊
本
県
医
労
連
に

相
談
・
加
入
し
て
団
体
交
渉
を
行
い

ま
し
た
が
、
法
人
側
は
事
実
を
一
切

認
め
な
い
ば
か
り
か
、
職
員
の
誹
謗

中
傷
と
虚
偽
の
主
張
、
パ
ワ
ハ
ラ
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。
退
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
損
害
賠
償
を
求
め
る
民
事

裁
判
を
起
こ
し
て
い
ま
し
た
が
、
前

回
の
争
議
対
策
会
議
以
降
、
地
裁
で

勝
利
判
決
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
法
人
側
が
福
岡
高
裁
に
控
訴

し
、
結
審
後
に
行
わ
れ
た
和
解
協
議

で
は
逆
転
敗
訴
の
可
能
性
を
示
唆
す

る
よ
う
な
裁
判
所
の
発
言
が
あ
っ
た

た
め
、
や
む
な
く
和
解
に
応
じ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

和
解
の
内
容
は
納
得
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
労

働
組
合
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

で
満
足
し
て
い
る
」
と
和
解
を
受
け

入
れ
、
そ
の
後
も
労
働
組
合
の
活
動

に
積
極
的
に
関
わ
り
、
他
の
組
合
員

を
励
ま
す
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

冒
頭
、
森
田
し
の
ぶ
中
央
執
行
委

員
長
は
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
2
交

替
夜
勤
が
過
去
最
高
で
あ
る
こ
と
、

勤
務
間
隔
が
極
端
に
短
い
状
態
な
ど

依
然
と
し
て
劣
悪
な
状
況
が
続
い
て

い
る
と
報
告
し
、「
コ
ロ
ナ
を
経
験
す

る
前
も
ぎ
り
ぎ
り
の
人
員
体
制
で
、

夜
勤
日
数
な
ど
の
改
善
が
必
要
だ
っ

た
。
不
測
の
事
態
に
も
対
応
で
き
る

人
員
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

国
際
基
準
に
合
わ

せ
た
改
善
が
必
要

で
、
そ
の
こ
と
が

国
民
の
い
の
ち
を

ま
も
る
医
療
に
つ

な
が
る
」と
訴
え
ま
し
た
。
続
い
て
、

調
査
結
果
の
概
要
を
松
田
加
寿
美
中

央
執
行
委
員
が
報
告
し
ま
し
た
。

職
場
の
実
態
報
告
と
し
て
、
全
医

労
・
森
川
息
吹
書
記
次
長
か
ら
コ
ロ

ナ
禍
で
の
採
用
内
定
に
つ
い
て
「
想

定
人
数
よ
り
少
な
い
状
況
が
出
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
の
人
員
不
足

も
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
通
常
の
人

員
体
制
も
保
て
な
い
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。

全
日
赤
の
看
護
師
は
、
夜
勤
明
け

の
休
暇
が
と
れ
な
い
状
況
に
つ
い
て

の
報
告
と
、
夜
勤
中
の
休
憩
に
つ
い

て
「
16
時
〜
21
時
の
時
間
帯
で
は
、

90
分
の
休
憩
が
取
れ
ず
、
食
事
も
ま

ま
な
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
。
看

護
師
の
数
が
現
場
の
実
態
に
あ
っ
て

い
な
い
。
看
護
師
自
身
が
肉
体
的
に

も
精
神
的
に
も
疲
弊
し
て

お
り
、
医
療
崩
壊
に
な
り

か
ね
な
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。調

査
結
果
は
、月
刊「
医

療
労
働
」
12
月

号
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

青森・つがる西北五広域連合職組では、長年
にわたって執行委員長が中心的に組合活動を担
ってきました。その執行委員長が定年に達し、
再任用を申請したことに対して、広域連合がこ
れを拒否しました。同時期に再任用を希望した
13人のうち、再任用が認められなかったのは執
行委員長ただ1人でした。県医労連は、再任用
の可否に至る経過や判断、拒否の理由等を明ら
かにするよう求めて団体交渉を重ねたものの姿
勢は変わらず、情報開示請求によって開示され
た資料による拒否理由も不十分だったことか
ら、地位確認を求めて青森地裁五所川原支部に
提訴しました。
この事件では、これまで組合活動を担ってき
た執行委員長を排除して組合の弱体化を図ろう
としていることは明らかです。一方で、組合活
動が一人に頼ってきた弱点を突かれたことも事
実で、今後、組合の中に争議支援の団結と世論
をつくっていくことが必要となりますが、同時
に組合活動の強化をしていくという重要な課題
も抱えています。

日
本
医
労
連
は
１２
月
１４
日
、

厚
労
省
内
で
「
２
０
２
０
年

度
夜
勤
実
態
調
査
」
結
果
の

記
者
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

看護職員の増員が
労働環境改善のカギ
看護職員の増員が
労働環境改善のカギ

一人の仲間への攻撃も
産別の力で守り抜く
一人の仲間への攻撃も
産別の力で守り抜く

熊
本
・
個
人
加
盟
労
働
組
合

熊
本
・
個
人
加
盟
労
働
組
合

労
働
組
合
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
満
足

第４３回 争議対策会議

２０２０年度
夜勤実態調査記者発表
２０２０年度
夜勤実態調査記者発表

記者発表終了後も
個別取材が続きました。

係争中及び終結組合（発生日順）

第二組合を使った
支配介入を許すな

組合弱体化を狙った
再任用拒否は許さない

青森・つがる西北五広域連合
職員労働組合

青森・つがる西北五広域連合
職員労働組合

千葉・千歳会労働組合千葉・千歳会労働組合
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●

政
権
交
代
の
年
に

安
全
な
ワ
ク
チ
ン
を

ど
う
な
る
オ
リ
・
パ
ラ

大
震
災
か
ら
１０
年

2
0
2
1
年
は
丑
（
う
し
）

年
。
動
物
の
牛
は
の
ん
び
り
し

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
昔

か
ら
田
畑
を
耕
し
た
り
、
も
の

を
運
ん
だ
り
す
る
の
に
欠
か
せ

な
い
、
大
切
な
存
在
で
し
た
。

コ
ツ
コ
ツ
努
力
し
、
誠
実
さ
や

粘
り
強
さ
を
表
す
象
徴
と
い
わ

れ
ま
す
。

十
二
支
と
十
干（
じ
っ
か
ん
）

を
併
せ
た
、
2
0
2
1
年
の
本

来
の
干
支
は
「
辛
丑
（
か
の
と

う
し
）
」
。
陰
陽
五
行
説
で
は

「
統
制
の
強
化
」
を
意
味
す
る

と
か
。
な
ん
だ
か
、
自
分
た
ち

と
意
見
の
違
う
人
を
排
除
し
た

が
る
、
菅
義
偉
首
相
の
政
治
姿

勢
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
ま
す
。

前
回
の
丑
年（
2
0
0
9
年
）

に
は
、
民
主
党
が
衆
院
選
で
大

勝
し
て
政
権
交
代
を
実
現
し
ま

し
た
。
今
年
も
10
月
ま
で
に
は

必
ず
総
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
統

制
や
排
除
に
熱
心
な
菅
政
権
を

交
代
さ
せ
る
た
め
、
共
闘
の
力

で
野
党
が
ど
れ
だ
け
頑
張
れ
る

か
が
勝
負
ど
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

12
年
前
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
時
に
は
、
全
国
で

多
く
の
人
が
死
亡
す
る
な
ど
感

染
が
拡
大
。
こ
の
時
は
約
7
千

万
人
分
の
ワ
ク
チ
ン
が
用
意
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
世
界
で

猛
威
を
振
る
っ
て
き
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
と

治
療
薬
は
い
つ
で
き
る
の
か
―

―
各
国
で
開
発
競
争
が
激
し
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
安
全
性
は

き
っ
ち
り
担
保
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影

響
で
今
年
に
延
期
さ
れ
た
東
京

五
輪
（
7
月
23
日
〜
8
月
8
日

予
定
）と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
8

月
24
日
〜
9
月
5
日
予
定
）
。

政
府
や
東
京
都
な
ど
関
係
者
は

実
施
す
る
と
の
姿
勢
を
崩
し
て

い
ま
せ
ん
。
問
題
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
が
い
つ
終
息
す
る
か
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

感
染
が
広
が
る
米
国
や
欧
州

な
ど
諸
外
国
か
ら
の
訪
日
が
可

能
な
の
で
し
ょ
う
か
。
開
催
方

法
を
含
め
て
慎
重
な
判
断
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

2
0
2
1
年
は
東
日
本
大
震

災
か
ら
ち
ょ
う
ど
10
年
で
す
。

犠
牲
者
は
震
災
関
連
死
を
含
め

て
2
万
2
千
人
以
上
。
い
ま
な

お
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
人
が
全
国
で
4
万
人
を
超
え

て
い
ま
す
。

東
京
電
力
福
島
第
1
原
発
の

事
故
は
暮
ら
し
や
環
境
を
破
壊

す
る
一
方
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
見
直
し
を
求
め
る
大
き
な

世
論
を
作
り
ま
し
た
。
今
年
も

福
島
原
発
被
害
千
葉
集
団
訴
訟

第
1
陣
（
2
月
19
日
）
や
東
海

第
2
原
発
訴
訟
（
3
月
18
日
）

を
は
じ
め
、
各
地
で
原
発
の
あ

り
よ
う
を
問
う
判
決
が
続
き
ま

す
。

（
連
合
通
信
）

ココロロナナ禍禍でで生生活活やや権権利利がが脅脅かかさされれるる中中、、労労働働組組合合ととつつななががるるここととでで
権権利利をを回回復復ししたた未未組組織織労労働働者者がが増増ええてていいまますす。。
感感染染対対策策にに気気をを配配りりななががらら、、労労働働組組合合のの根根幹幹ででああるる「「対対話話」」をを広広げげ

るる取取りり組組みみがが、、各各地地でですすすすめめらられれてていいまますす。。

仲間からのメッセージ
全医労山形病院支部

ほまれ

書記長 木村 誉さん

全医労では、毎年11月に全国統一で「いい・
いちにち行動」として組織拡大の集中日があり
ます。山形病院支部は、次世代を考え20代中心
の執行委員が数多くいます。若い執行部のみな
さんの頑張りで！今年も13年連続組織拡大で大
成功です。
第1回の2008年以降の快挙です。08年1人、

09年1人、10年1人、11年4人、12年5人、13年
8人、14年2人、15年3人、16年3人、17年1人、
18年6人、19年1人、今年は2人です。1年に
1度のイベントで12年間の組合加入者は、な！
なんと！38人です。
今、現在山形病院支部は、飛ぶ鳥を落とす勢
いで組織率は70%以上です。私ごとですが、私の
趣味はハンティングです（笑笑）

仲
間
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

岡
山
医
療
生
協
労
組

書
記
次
長
山
﨑
久
美
子
さ
ん

毎
年
恒
例
の
「
パ
ー
ト
昼
食
懇

談
会
」
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
を
理
由

に
開
催
を
断
念
し
よ
う
か
と
思
っ
て

い
た
矢
先
に
「
倉
敷
医
療
生
協
パ
ー

ト
労
組
加
入
6
人
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が

飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
す

ご
い
！
！
と
私
の
心
に
火
が
つ
き
ま

し
た
。
よ
し
！
今
年
も
「
パ
ー
懇
」

や
ろ
う
！
！

10
月
、
パ
ー
ト
・
再
雇
用
職
員
に

「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収
入
減
な
ど
な

い
か
。相
談
窓
口
を
知
っ
て
い
る
か
」

等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
加
入
用

紙
を
「
新
規
組
合
員
に
お
米
10
キ
ロ

プ
レ
ゼ
ン
ト
・
職
場
に
は
み
か
ん
1

箱
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
な
ど
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
チ
ラ
シ
（
写
真
参
照
）
や
医
労
連

共
済
資
料
と
一
緒
に
同
封
し
、
3
5

0
人
へ
配
布
し
ま
し
た
。
す
る
と
な

ん
と
！
2
人
か
ら
加
入
用
紙
が
届
き

ま
し
た
！
自
分
宛
て
に
尋
ね
ら
れ
る

機
会
の
少
な
い
パ
ー
ト
職
員
さ
ん
に

も
寄
り
添
え
た
実
感
を
得
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
応
で
弁
当
無
し
の
「
パ

ー
懇
」
で
す
が
、
10
月
〜
11
月
で
9

人
の
拡
大
を
実
現
し
ま
し
た
。
何
よ

り
力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
の
は
「
あ

ん
た
も
労
組
に
入
っ
と
か
れ
〜
」
と

い
う
身
近
な
仲
間
の
声
か
け
で
す
。

そ
れ
が
何
よ
り
あ
た
た
か
か
っ
た
と

の
声
が
あ
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

【クロスワード応募方法】
①組合（病院）名、②職種、③氏名、
④郵便番号、⑤住所を記入し、解答を
2／17（水）までにご応募ください。
「読者のページ」もご寄稿下さい。

【応募先】
〒110-0013 台東区入谷1-9-5

「日本医労連教育宣伝局」
FAX：03-3875-6270
e-mail：n-ask@irouren.or.jp

運動の中で新しい仲間を迎え入れよう
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2
0
2
0
年
9
月
、
7
年
8
カ
月
続

い
た
安
倍
政
権
が
終
わ
り
ま
し
た
が
、

長
か
っ
た
だ
け
で
良
い
こ
と
は
一
つ
も

な
い
政
権
で
し
た
。

小
泉
政
権
以
来
、
新
自
由
主
義
的
な

政
策
が
続
き
、
富
め
る
者
は
ま
す
ま
す

富
み
、
貧
し
い
者
は
ま
す
ま
す
貧
し
く

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
失
業
や
倒
産
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
け
の
せ
い
で
は
な
く
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
結
果
で
す
。
人
間
の

命
や
生
活
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
た

ア
ベ
政
治
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
す
。

安
倍
政
権
の
も
と
で
防
衛
予
算
は
膨

れ
上
が
り
ま
し
た
。
各
省
予
算
の
う
ち

ト
ッ
プ
は
厚
生
労
働
省
で
す
が
、
2
位

グ
ル
ー
プ
は
国
土
交
通
省
・
文
部
科
学

省
・
防
衛
省
で
す
。
こ
の
う
ち
文
科
省

の
予
算
は
年
々
減
ら
さ
れ
、
逆
に
防
衛

省
予
算
は
増
額
が
続
い
て
い
ま
す
。
2

0
2
0
年
度
予
算
で
防
衛
省
の
予
算
は

文
科
省
を
逆
転
し
ま
し
た
。

憲
法
が
破
壊
さ
れ
た

安
倍
政
権
は
立
憲
主
義
を
破
壊
し
続

け
た
政
権
で
し
た
が
、
そ
の
最
大
の
も

の
が
安
保
法
制
＝
戦
争
法
で
し
た
。
こ

れ
は
そ
も
そ
も
違
憲
立
法
で
す
。
集
団

的
自
衛
権
が
憲
法
9
条
の
も
と
で
認
め

ら
れ
る
な
ど
と
い
う
閣
議
決
定
は
、
憲

法
破
壊
の
最
た
る
も
の
で
す
。

安
倍
政
権
は
同
時
に
、
官
僚
を
官
邸

の
下
僕
・
私
兵
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

最
高
裁
の
裁
判
官
も
、
い
ま
や
全
て
安

倍
内
閣
の
下
で
の
任
命
で
す
。
会
計
検

査
院
や
人
事
院
な
ど
、
政
府
か
ら
一
定

の
独
立
性
を
保
っ
て
い
た
機
関
に
も
支

配
は
及
び
、
会
計
検
査
院
は
森
友
学
園

問
題
を
追
及
し
き
れ
ず
、
黒
川
検
事
長

の
定
年
延
長
問
題
で
人
事
院
は
官
邸
に

屈
す
る
国
会
答
弁
を
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

検
察
庁
の
定
年
延
長
問
題
で
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
た
の
は
、
土
俵
の
徳
俵
で
ギ

リ
ギ
リ
踏
み
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
力
も
あ
っ

て
政
府
の
ね
ら
い
を
押
し
と
ど
め
た
。

こ
れ
は
新
し
い
形
の
民
主
主
義
の
表
れ

だ
と
希
望
を
感
じ
ま
し
た
。

安
倍
政
権
は
、
憲
法
を
破
壊
し
、
三

権
分
立
を
破
壊
し
、
独
裁
政
治
に
道
を

開
く
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
。
続
く
菅

政
権
に
し
て
も
、
看
板
が
変
わ
っ
た
だ

け
で
本
質
は
同
じ
で
す
。
む
し
ろ
、
法

務
・
警
察
・
検
察
へ
の
支
配
を
よ
り
強

め
、
恐
怖
政
治
が
始
ま
る
か
も
し
れ
な

い
。民

主
主
義
を
取
り
戻
そ
う

こ
れ
に
対
抗
す
る
に
は
、
野
党
が
一

つ
に
ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
中
小
企
業
の

倒
産
・
廃
業
、
労
働
者
の
失
業
な
ど
は

今
年
、
よ
り
顕
在
化
す
る
で
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
済
苦
で
死
を
考

え
る
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
国
民

が
大
勢
い
る
。
政
治
は
、
そ
う
し
た
人

た
ち
に
生
き
る
希
望
を
与
え
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

私
が
専
門
と
す
る
教
育
の
世
界
で

も
、
同
調
圧
力
・
権
威
主
義
が
は
び
こ

り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
現
実
の
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
民
主
主

義
の
担
い
手
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。

新
自
由
主
義
と
決
別
し
、
フ
ァ
シ
ズ

ム
を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、
2
0
2

1
年
は
何
と
し
て
も
政
権
交
代
の
年
に

し
て
ほ
し
い
。
自
民
党
の
中
に
も
護
憲

派
は
い
る
は
ず
で
す
。
立
憲
主
義
か
否

か
を
対
立
軸
に
し
て
、
野
党
は
立
憲
主

義
で
一
致
し
て
、
政
権
を
獲
得
し
て
ほ

し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

Profile
まえかわ きへい 1955年奈良県生まれ。東京大学
法学部卒業後、1979年に文部省（現文部科学省）入
省。初等中等教育局長、文部科学審議官などを歴任
し、2016年6月から17年1月まで文部科学事務次官。
加計学園問題をめぐる内部文書の存在を認め話題
に。著書に「面従腹背」（毎日新聞出版）、「同調
圧力」（角川新書、共著）、「官僚の本分」（かも
がわ出版、共著）など多数。現在は自主夜間中学の
スタッフとしても活動中。

経
済
優
先
の
菅
内
閣

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、

は
や
1
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
未
だ
に
収
束
の
兆
し
は

見
え
て
い
ま
せ
ん
。
政
府
は

「
最
重
要
課
題
は
コ
ロ
ナ
禍

対
策
」
と
言
い
な
が
ら
経
済

回
復
に
重
点
を
お
き
、
感
染

拡
大
の
第
3
波
が
到
来
し
て

感
染
者
数
が
日
々
急
速
に
増

加
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
中
止
し
よ
う
と
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
間
に
も

感
染
者
数
、
重
症
者
数
は
増

加
し
続
け
、
マ
ス
コ
ミ
も
連

日
、
医
療
崩
壊
を
招
く
危
険

性
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
だ

と
報
道
し
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
分
科
会
は
「
今
の
感
染
状

況
で
は
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ

ル
を
中
止
し
た
方
が
良
い
」

と
再
三
意
見
を
述
べ
、
日
本

病
院
会
も
即
時
中
止
を
求
め

る
声
明
を
発
表
す
る
な
ど
、

国
民
の
声
が
大
き
く
な
り
、

政
府
は
や
っ
と
重
い
腰
を
上

げ
ま
し
た
。
し
か
し
即
時
の

実
施
と
は
な
ら
ず
、
発
表
か

ら
約
2
週
間
後
の
12
月
28
日

か
ら
の
一
時
中
止
と
な
り
ま

す
。菅
首
相
は「
政
府
の
役
割

は
国
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
で
、
暮
ら
し
を

守
ら
な
け
れ
ば
命
も
守
れ
な

く
な
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
い
の
ち
が
守
ら
れ
な
け

れ
ば
経
済
も
回
り
ま
せ
ん
。

健
康
も脅

か
さ
れ
て
い
る

コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
感
か

ら
、
医
療
機
関
の
受
診
控
え

も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
患
者
の
減
少
に
よ

る
保
険
収
入
減
で
病
院
経
営

が
悪
化
す
る
と
と
も
に
、
健

康
へ
の
悪
影
響
も
出
て
い
ま

す
。
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
、が
ん
や
心
不
全
の
進
行
、

重
症
化
の
事
例
や
、
検
査
の

延
期
、
服
薬
の
中
断
に
よ
っ

て
心
疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
の

病
状
が
悪
化
す
る
事
例
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
高
齢

者
に
お
い
て
は
、
外
出
控
え

に
よ
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
や
認
知

症
の
進
行
が
増
え
、
歯
科
で

は
口
腔
状
態
の
急
速
な
悪
化

や
、
子
ど
も
の
虫
歯
が
増
え

る
傾
向
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
政
府
は
国
民
の
健

康
を
守
る
た
め
に
も
、
経
済

優
先
で
は
な
く
、
早
期
に
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
抑

え
込
む
対
策
を
講
じ
る
べ
き

で
す
。

看
護
師
不
足浮

き
彫
り
に

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
急
速

に
拡
大
し
、
医
療
現
場
の
人

員
不
足
や
病
床
の
不
足
も
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
医

療
体
制
が
逼
迫
し
て
い
る
北

海
道
や
重
症
者
の
増
加
が
続

く
大
阪
府
の
知
事
は
、
全
国

知
事
会
に
対
し
看
護
師
の
派

遣
を
要
請
す
る
と
と
も
に
自

衛
隊
に
も
要
請
し
、
看
護
師

の
確
保
を
す
す
め
て
い
ま

す
。

医
療
崩
壊
の
危
機

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
患
者
受

け
入
れ
病
床
が
逼
迫
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
一
般
病
床
を
コ

ロ
ナ
病
棟
に
転
換
す
る
こ
と

が
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、

通
常
医
療
と
の
両
立
も
困
難

に
な
っ
て
い
ま
す
。
重
症
者

も
増
え
、
一
般
病
棟
だ
け
で

は
な
く
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
床
も
逼
迫

し
、
冬
期
に
増
加
す
る
脳
梗

塞
や
脳
出
血
、
心
筋
梗
塞
の

患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
非

常
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
さ
し
く
国
民
の
い
の

ち
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
危
機
的
状
況
は
、

国
民
や
私
た
ち
医
療
労
働
者

の
声
を
聞
か
ず
、
医
療
費
削

減
政
策
を
推
し
進
め
て
き
た

国
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で

す
。今

こ
そ
声
を
上
げ
る
時

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

暫
く
な
く
な
ら
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

ま
た
新
た
な
感
染
症
が
拡
大

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
後
新
た
な
感
染
症
の

拡
大
や
災
害
な
ど
不
測
の
事

態
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
誰

も
が
必
要
な
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
体
制
を
確
立

し
て
、
国
民
の
い
の
ち
を
守

る
こ
と
が
国
の
役
割
で
す
。

そ
し
て
、
財
政
支
援
も
行
い

全
国
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ

と
も
国
の
責
任
で
す
。
そ
の

こ
と
を
「
い
の
ち
署
名
」
を

通
し
て
国
に
訴
え
、
誰
も
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

佐
々
木

悦
子

「いのち署名」で、いのち優先の社会をめざそう
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